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巻頭言

平成20年はまさに変革の年でした。
年の初めには米国のサブプライムロー
ン問題に端を発し、世界経済が砂上の
楼閣のように崩れ、実体のある物品・
製品を産出する産業が実体不明のイマ
ジナリーワールドの上に建っていたこ
とに恐怖にも似た驚きを覚えました。
我が国もまた、昨年、長年続いた自民
党から民主党へと政権交代があり、今、
科学研究や大学教育の運営が拠り所と
している国の予算配分の考え方も大き
く変わろうとしています。予算の査定
（事業仕分け）のやり取りが、TVで全
国放映される日が来るなんて、誰が予
想したことでしょうか。定常状態にあ
ると思われていた国の予算編成作業が、
いとも簡単に崩されていく様は、小気
味よくもあり、また、一方通行にも似
た査定作業には、多くの賢明な国民は
疑問をもったことも事実でしょう。
科学研究費補助金の総額は平成元年

が526億円であったのに対し、平成22

年度には2000億円にまで達し、競争
的資金は確実に増加しています。まだ
十分とはいえないまでも、間違いなく
競争的資金の環境は改善されてきてい
ます。長倉三郎先生や井口洋夫先生が
分子科学研究所設立に尽力された35年
以上前とは異なり、科学研究の各分野
に軸足を置く研究所も数多く存在する
ようになり、研究を推進する母体であ
る研究機関も充実してきています。明
治維新以来の大改革と言われた国立大
学の独立法人化から6年が経とうとし
ています。大学の特徴を生かした自律
した運営が可能になりましたが、この
6年間は定率で運営交付金が減る中で
競争的資金に3割の間接経費が付加さ
れるようになり、運営費交付金の削減

を凌ぐ競争的資金を獲得しようと、申
請作業に多くの時間が割かれるように
なってきました。競争的環境を充実さ
せ、実力あるものがより優遇されるシ
ステムを作ろうという活性化施策とし
ての効果は絶大だったといえましょう。
改革の時代であることには間違い

はないのですが、なにか釈然としない
ものがあります。改革というのは本来、
何か目標があって行われるものである
はずなのに、今、目の前で進んでいる
「改革」には、微分値の議論はあるもの
の、目標とすべき到達点の像が見えて
いません。
こういう時代だからこそ我々が、科

学者としての大志を明確に持つ意味
があるのではないでしょうか。そし
て、大きな夢のある科学を実践するた
めにどういう環境が必要かをナイーブ
に考えるべき時なのではないでしょう
か。若手を対象とした競争的資金は益々
充実の一途を辿ってはいますし、任期
性やテニアトラックの導入などにより、
長年丁稚奉公のような研究環境に置か
れて、なかなか日の目を見ることがな
いという待遇は過去のものになりまし
た。一方、機関経費（運営費交付金）
が減額されて、競争的資金に人件費ま
でもが移るにつれ、現実的には、若い
研究者の雇用環境が不安定になってき
ています。次の時代を担う研究者があ
る程度安定した雇用環境の中で、厳し
い中にものびのびと研究できる環境を
整えるべき時期が来ているようです。
分子科学研究所においても以上の背景
の中で今一層の存在感を期待しており
ます。
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